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(57)【要約】
【課題】簡単な操作で参照画像データとの比較を容易に
行うことができる超音波診断装置及び超音波画像表示装
置を提供する。
【解決手段】被検体Ｐに超音波の送受波を行う超音波プ
ローブ１と、超音波プローブ１を駆動して超音波走査を
行う送受信部２と、送受信部２からの受信信号に基づき
超音波画像データを生成する画像データ生成部５と、画
像データ生成部５からの超音波画像データを保存する画
像データ記憶部７２と、画像データ記憶部７２に保存さ
れた参照画像データを表示する第１表示エリア８１及び
複合画像データを表示する第２表示エリア８２とを有す
る表示部８とを備え、第１表示エリア８１に参照画像デ
ータを表示すると共に、第２表示エリア８２に複合画像
データに含まれる参照画像データと同じ生成モードの画
像データを参照画像データと同じサイズに拡大した拡大
画像データを表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に対して超音波の送受波を行う超音波プローブと、
前記超音波プローブを駆動して前記被検体に超音波走査を行う送受信手段と、
前記送受信手段からの受信信号に基づき画像データを生成する画像データ生成手段と、
前記画像データ生成手段により生成された画像データを保存する画像データ記憶手段と、
前記画像データ記憶手段に保存された第１の画像データを表示する第１表示エリアと、前
記画像データ生成手段により生成された、又は前記画像データ記憶手段に保存された前記
第１の画像データと同じ生成モードの第２の画像データを含む複数の画像データを表示す
る第２表示エリアとを有する表示手段とを備え、
前記第１表示エリアに前記第１の画像データを表示すると共に、前記第２表示エリアに前
記第２の画像データを前記第１の画像データと同じサイズに拡大した拡大画像データを表
示することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記第１の画像データは、Ｂモード画像データ又はＭモード画像データであり、
前記複数の画像データは、前記Ｂモード画像データ及び前記Ｍモード画像データにより構
成されることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記第１の画像データは、Ｂモード画像データ又はドプラモード画像データであり、
前記複数の画像データは、前記Ｂモード画像データ及び前記ドプラモード画像データによ
り構成されることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記第１の画像データは、Ｍモード画像データ又はドプラモード画像データの一方の画
像データであり、
前記複数の画像データは、前記一方の画像データ及びＢモード画像データにより構成され
ることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記第１表示エリアに表示された前記第１の画像データ、又は前記第２表示エリアに表
示された前記拡大画像データの一方の画像データを左右又は上下に移動可能な操作手段を
有し、
前記一方の画像データをこの画像データに対応する表示エリア内の前記操作手段により移
動された位置に表示すると共に、他方の画像データをこの画像データに対応する表示エリ
ア内の前記一方の画像データと同じ方向に同じ距離を移動した位置に表示するようにした
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記第１表示エリアに表示された前記第１の画像データ、又は前記第２表示エリアに表
示された前記拡大画像データの一方の画像データの拡大又は縮小が可能な操作手段を有し
、
前記操作手段により拡大又は縮小された前記一方の画像データをこの画像データに対応す
る表示エリア内に表示すると共に、他方の画像データを前記一方の画像データと同サイズ
に拡大又は縮小した画像データをこの画像データに対応する表示エリア内に表示するよう
にしたことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　被検体に対して超音波の送受波を行う超音波プローブと、
前記超音波プローブを駆動して前記被検体に超音波走査を行う送受信手段と、
前記送受信手段からの受信信号に基づき３次元画像データを生成する画像データ処理手段
と、
前記画像データ処理手段により生成された３次元画像データを保存する画像データ記憶手
段と、
前記画像データ記憶手段に保存された第１の３次元画像データを表示する第１の表示エリ
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アと、前記画像データ処理手段により生成された、又は前記画像データ記憶手段に保存さ
れた第２の３次元画像データを表示する第２の表示エリアとを有する表示手段とを備え、
前記第１の表示エリアに前記第１の３次元画像データを表示すると共に、前記第２の表示
エリアに前記第２の３次元画像データを前記第１の３次元画像データと同じサイズで同じ
表示方向に設定した３次元画像データを表示することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　被検体に対して超音波の送受波を行う超音波プローブと、
前記超音波プローブを駆動して前記被検体に超音波走査を行う送受信手段と、
前記送受信手段からの受信信号に基づき画像データを生成する画像データ生成手段と、
前記画像データ生成手段により生成された画像データを保存する画像データ記憶手段と、
前記画像データ記憶手段に保存された第１の画像データを表示する第１表示エリアと、前
記画像データ生成手段により生成された、又は前記画像データ記憶手段に保存された第２
の画像データを表示する第２表示エリアとを有する表示手段とを備え、
前記第２表示エリアに前記第１の画像データと同じサイズに設定した前記第２の画像デー
タを表示すると共に、前記超音波走査と並行して検出される前記被検体の周期的な生体信
号の情報に基づいて、前記第１の表示エリアに前記第２の画像データと同時相の前記第１
の画像データを表示することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
　超音波診断装置から得られた画像データを保存する画像データ記憶手段と、
前記画像データ記憶手段に保存された第１の画像データを表示する第１表示エリアと、前
記画像データ記憶手段に保存された前記第１の画像データと同じ生成モードの第２の画像
データを含む複数の画像データを表示する第２表示エリアとを有する表示手段とを備え、
前記第１表示エリアに前記第１の画像データを表示すると共に、前記第２表示エリアに前
記第２の画像データを前記第１の画像データと同じサイズに拡大した拡大画像データを表
示することを特徴とする超音波画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波により被検体の体内を画像化し診断を行う超音波診断装置及び超音波
画像表示装置に係り、特に画像の比較を行う超音波診断装置及び超音波画像表示装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、被検体に対して超音波を走査して、被検体組織の音響インピーダン
スの差異によって生ずる反射波の受信信号から被検体組織の画像データを生成してモニタ
上に表示するものである。
【０００３】
　この超音波診断装置による診断方法は、磁気共鳴診断装置やＸ線ＣＴ装置などの画像診
断装置に比べ、ベッドサイドで超音波プローブを被検体の体表に接触させるだけの簡単な
操作で、表示部にリアルタイムに画像データを表示することができ、且つ安全性が高いこ
とから、心臓、血管、腹部、泌尿器などの診断に広く用いられている。
【０００４】
　そして、心臓などの撮影部位の撮影では、断層像の画像データであるＢモード画像デー
タ、動作部分の形態変化を経時的に表したＭモード画像データ、ドプラスペクトラム法に
より血流速度を定量的に表したドプラモード画像データ、超音波の３次元走査による３次
元モード画像データ等の生成モードの画像データを表示することができる。
【０００５】
　また、Ｂモード画像データ及びＭモード画像データ、Ｂモード画像データ及びドプラモ
ード画像データ等の画像データを組み合わせた複合画像データや、心電図及びＢモード画
像データを組み合わせた複合画像データを表示することができる。
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【０００６】
　このように、撮影によって得られた画像データは、超音波診断装置や外部の記憶装置に
保存される。そして、保存した画像データを参照画像データとして使用し、次の検査の撮
影によって生成された診断用の診断画像データと共に表示させて、例えば治療前後の比較
が行われる。この比較において、検査中にリアルタイムに表示される診断画像データや、
一旦保存した後に再生される診断画像データが使用される。
【０００７】
　そして、参照画像データ及び診断画像データが心電図及びこの心電図と同時相のＢモー
ド画像データを組み合わせた複合画像データである場合、診断画像データのＢモード画像
データと同時相の参照画像データの表示が可能な超音波診断装置が知られている（例えば
、特許文献１参照。）。
【０００８】
　ところで、参照画像データが単一の生成モードの画像データであり、診断画像データが
複合画像データである場合、診断画像データにおける比較対象の画像データが参照画像デ
ータの画像サイズと異なるために、参照画像データとの比較が容易なように比較対象の画
像データを参照画像データのサイズに合せる操作が行われる。また、参照画像データ及び
診断画像データが３次元画像データである場合、表示方向を合せる操作も行われる。
【特許文献１】特開平８－２５２２５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、診断画像データを参照画像データに合せようとすると、表示部に表示さ
れた画像データを見ながら、しかも微調整を伴う手動操作で調整を必要があるため、操作
に時間を要し、手間がかかる問題がある。
【００１０】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、簡単な操作で参照画像データ
との比較を容易に行うことができる超音波診断装置及び超音波画像表示装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記問題を解決するために、請求項１に記載の本発明の超音波診断装置は、被検体に対
して超音波の送受波を行う超音波プローブと、前記超音波プローブを駆動して前記被検体
に超音波走査を行う送受信手段と、前記送受信手段からの受信信号に基づき画像データを
生成する画像データ生成手段と、前記画像データ生成手段により生成された画像データを
保存する画像データ記憶手段と、前記画像データ記憶手段に保存された第１の画像データ
を表示する第１表示エリアと、前記画像データ生成手段により生成された、又は前記画像
データ記憶手段に保存された前記第１の画像データと同じ生成モードの第２の画像データ
を含む複数の画像データを表示する第２表示エリアとを有する表示手段とを備え、前記第
１表示エリアに前記第１の画像データを表示すると共に、前記第２表示エリアに前記第２
の画像データを前記第１の画像データと同じサイズに拡大した拡大画像データを表示する
ことを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項７に記載の本発明の超音波診断装置は、被検体に対して超音波の送受波を
行う超音波プローブと、前記超音波プローブを駆動して前記被検体に超音波走査を行う送
受信手段と、前記送受信手段からの受信信号に基づき３次元画像データを生成する画像デ
ータ処理手段と、前記画像データ処理手段により生成された３次元画像データを保存する
画像データ記憶手段と、前記画像データ記憶手段に保存された第１の３次元画像データを
表示する第１の表示エリアと、前記画像データ処理手段により生成された、又は前記画像
データ記憶手段に保存された第２の３次元画像データを表示する第２の表示エリアとを有
する表示手段とを備え、前記第１の表示エリアに前記第１の３次元画像データを表示する
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と共に、前記第２の表示エリアに前記第２の３次元画像データを前記第１の３次元画像デ
ータと同じサイズで同じ表示方向に設定した３次元画像データを表示することを特徴とす
る。
【００１３】
　更に、請求項８に記載の本発明の超音波診断装置は、被検体に対して超音波の送受波を
行う超音波プローブと、前記超音波プローブを駆動して前記被検体に超音波走査を行う送
受信手段と、前記送受信手段からの受信信号に基づき画像データを生成する画像データ生
成手段と、前記画像データ生成手段により生成された画像データを保存する画像データ記
憶手段と、前記画像データ記憶手段に保存された第１の画像データを表示する第１表示エ
リアと、前記画像データ生成手段により生成された、又は前記画像データ記憶手段に保存
された第２の画像データを表示する第２表示エリアとを有する表示手段とを備え、前記第
２表示エリアに前記第１の画像データと同じサイズに設定した前記第２の画像データを表
示すると共に、前記超音波走査と並行して検出される前記被検体の周期的な生体信号の情
報に基づいて、前記第１の表示エリアに前記第２の画像データと同時相の前記第１の画像
データを表示することを特徴とする。
【００１４】
　更にまた、請求項９に記載の本発明の超音波画像表示装置は、超音波診断装置から得ら
れた画像データを保存する画像データ記憶手段と、前記画像データ記憶手段に保存された
第１の画像データを表示する第１表示エリアと、前記画像データ記憶手段に保存された前
記第１の画像データと同じ生成モードの第２の画像データを含む複数の画像データを表示
する第２表示エリアとを有する表示手段とを備え、前記第１表示エリアに前記第１の画像
データを表示すると共に、前記第２表示エリアに前記第２の画像データを前記第１の画像
データと同じサイズに拡大した拡大画像データを表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、簡単な操作で、対比させる画像データに含まれる参照画像データと同
じ生成モードの画像データを参照画像データと同じサイズにして参照画像データと共に表
示することができる。また、参照画像データ及び対比させる画像データが生体情報に同期
した画像データである場合、対比させる画像データと同時相の参照画像データを表示する
ことができる。更に、参照画像データ及び対比させる画像データが３次元画像データであ
る場合、参照画像データの表示方向と同じ方向に設定して表示することができる。これに
より、参照画像データとの比較が容易になり、検査を迅速に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の実施例を説明する。
【実施例】
【００１７】
　以下に、本発明による超音波診断装置の実施例を、図１乃至図１５を参照して説明する
。  
　図１は、本発明による超音波診断装置の実施例の構成を示したブロック図である。この
超音波診断装置１００は、被検体Ｐに対して超音波の送受波を行なう超音波プローブ１と
、超音波プローブ１を駆動して被検体Ｐに超音波走査を行う送受信部２と、超音波プロー
ブ１の位置及び角度を検出して位置データを生成する位置データ生成部３とを備えている
。
【００１８】
　また、被検体Ｐから生体信号を検出する生体信号計測部４と、送受信部２によって得ら
れた受信信号を処理してＭモード画像データ、Ｂモード画像データ、ドプラモード画像デ
ータ等の超音波画像データを生成する画像データ生成部５と、画像データ生成部５で生成
された２組の超音波画像データから複合画像データの生成などを行う表示データ生成部６
とを備えている。
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【００１９】
　更に、画像データ生成部５で生成された超音波画像データ、表示データ生成部６で生成
された複合画像データ、画像データ記憶装置１０１からネットワーク１０２を介して受信
した超音波画像データや複合画像データ等の画像データの保存を行う画像データ保管部７
と、表示データ生成部６からの画像データを表示する表示部８と、撮影条件の設定や各種
コマンド信号の入力を行なう操作部９と、上述したこれらのユニットを統括して制御する
システム制御部１０とを備えている。
【００２０】
　超音波プローブ１は、被検体Ｐの体表面にその先端面を接触させ超音波の送受波を行な
うものであり、例えば一次元に配列された複数個（Ｎ個）の圧電振動子を有している。こ
の圧電振動子は電気音響変換素子であり、送波時には電気パルス（超音波駆動信号）を超
音波パルス（送信超音波）に変換し、また受波時には被検体Ｐからの超音波反射波（受信
超音波）を電気信号（超音波受信信号）に変換する機能を有している。
【００２１】
　送受信部２は、超音波プローブ１から送信超音波を発生させるための超音波駆動信号を
生成する送信部２１と、超音波プローブ１の圧電振動子から得られる複数チャンネル（Ｎ
チャンネル）の超音波受信信号に対して整相加算を行なう受信部２２とを備えている。
【００２２】
　送信部２１は、被検体Ｐに放射する超音波パルスの繰り返し周期（Ｔｒ）を決定するレ
ートパルスを発生させ、送信において所定の深さに超音波を集束するための集束用遅延時
間と所定の走査角度（θ１乃至θＫ）に超音波を送波するための偏向用遅延時間とを前記
レートパルスに与えた後、超音波プローブ１に内蔵されたＮ個の圧電振動子を駆動し、被
検体Ｐに対して送信超音波を放射するための超音波駆動パルスを生成して超音波プローブ
１に出力する。
【００２３】
　受信部２２は、超音波プローブ１から出力された微小な超音波受信信号を増幅して十分
なＳ／Ｎを確保し、この超音波受信信号に対して設定された所定の深さからの受信超音波
を集束して細い受信ビーム幅を得るための集束用遅延時間と二次元の走査面に超音波の受
信指向性を設定するための偏向用遅延時間とを与えた後、圧電振動子からのＮチャンネル
の超音波受信信号を整相加算して１つに纏めて画像データ生成部５に出力する。
【００２４】
　位置データ生成部３は、被検体Ｐの近傍に配置され、磁場を発生するトランスミッタ３
１と、超音波プローブ１に装着されトランスミッタ３１が発生した磁場を検出するレシー
バ３２と、レシーバ３２の検出信号からトランスミッタ３１を基準点として磁場上の空間
における超音波プローブ１の位置及び角度を検出して超音波走査面の位置及び角度に対応
する位置データを生成する位置信号処理部３３とを備え、この生成された位置データはシ
ステム制御部１０に出力される。
【００２５】
　生体信号計測部４は、被検体Ｐの生体信号を検出するセンサ４１と、センサ４１から出
力された検出信号をデジタル信号に変換して処理を行い、生体情報を作成する生体信号処
理部４２とを備え、この作成された生体情報はシステム制御部１０に出力される。
【００２６】
　なお、センサ４１は、心電図（ＥＣＧ）信号対応、脳波対応、心音対応、血圧波形対応
、呼吸波形対応、インピーダンス波形対応等があり、以下ではＥＣＧ信号に対応したセン
サ４１を用い、生体信号処理部４２はセンサ４１から出力されたＥＣＧ信号やこのＥＣＧ
信号のＲ波などの生体信号に関する心電情報を作成する場合について述べる。
【００２７】
　画像データ生成部５は、送受信部２の受信部２２から出力された信号からＭモードデー
タやＢモードデータを生成するＢモードデータ生成部５１と、受信部２２から出力された
信号からドプラデータを生成するドプラデータ生成部５２と、Ｂモードデータ生成部５１
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で生成されたＭモードデータやＢモードデータ、ドプラデータ生成部５２で生成されたド
プラデータ等を保存するデータ記憶部５３と、データ記憶部５３に保存された各データを
読み出してＭモード画像データ、Ｂモード画像データ、ドプラモード画像データ等の二次
元の画像データを生成するデータ生成部５４とを備えている。
【００２８】
　Ｂモードデータ生成部５１は、包絡線検波器、対数変換器、及びＡ／Ｄ変換器を備え、
受信部２２から出力された信号に対して包絡線検波を行った後、対数変換する。そして、
対数変換した信号をデジタル信号に変換してＭモードデータやＢモードデータの生成を行
い、データ記憶部５３に出力する。
【００２９】
　ドプラデータ生成部５２は、サンプルホールド回路、ＨＰＦ（高域通過フィルタ）、Ａ
／Ｄ変換器、及びＦＦＴ（Ｆａｓｔ－Ｆｏｕｒｉｅｒ－Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）分析器を備
え、受信部２２から出力された信号の直交位相検波を行い、ドプラ信号を検出する。次い
で、システム制御部１０から供給されるサンプリングパルスによって、検出したドプラ信
号に対して超音波プローブ１から所定の深さにおけるドプラ信号をサンプルホールドした
後、所定の深さのドプラ信号に重畳した階段状のノイズ成分を除去し平滑化する。更に平
滑化したドプラ信号をデジタル信号に変換してＦＦＴ（Ｆａｓｔ－Ｆｏｕｒｉｅｒ－Ｔｒ
ａｎｓｆｏｒｍ）分析を行い、所定時間間隔で周波数スペクトラムデータであるドプラデ
ータを生成する。そして、生成したドプラデータをデータ記憶部５３に出力する。
【００３０】
　データ記憶部５３は、Ｂモードデータ生成部５１から出力されるＭモードデータやＢモ
ードデータ、ドプラデータ生成部５２から出力されるドプラデータなどの各データに、シ
ステム制御部１０から供給される前記データに対応する超音波の走査情報、超音波走査に
同期した生体信号計測部４からの生体情報、位置データ生成部３からの位置データ、前記
画像データの生成時刻などの時刻情報を付加して順次保存する。
【００３１】
　図２は、データ記憶部５３に保存されたＢモードデータの構成の一例を示したものであ
り、縦軸は図１に示した走査角度θ１乃至θＫに対応し、横軸は各走査角度における超音
波送受波方向の図１に示した走査線で表され、この走査線の長さが画像化される視野深度
に対応している。例えば、１フレーム分のＢモードデータを構成するＫ個の走査線Ａ１乃
至ＡＫにおいて、第１の走査角度（θ１）における走査線に対応するＢモードデータ生成
部５１で生成された走査線Ａ１の画素データａ１１乃至ａ１Ｌが保存されている。
【００３２】
　また、この走査線Ａ１の先頭には、例えばシステム制御部１０から供給された超音波の
走査角度（θ１）や視野深度等に関する走査情報ａ１０ａと、走査線Ａ１に同期した生体
信号計測部４からのＥＧＣ信号などの生体信号に関する生体情報ａ１０ｂと、位置データ
生成部３からの前記超音波走査面の位置データａ１０ｃと、超音波走査の時刻情報ａ１０
ｄとが保存されている。
【００３３】
　第２の走査角度（θ２）乃至第Ｋの走査角度（θＫ）に対する各走査線Ａ２乃至ＡＫの
各々も、同様にして走査情報ａ２０ａ乃至ａＫ０ａ、生体情報ａ２０ｂ乃至ａＫ０ｂ、位
置データａ２０ｃ乃至ａＫ０ｃ、時刻情報ａ２０ｄ乃至ａＫ０ｄ、及び走査線Ａ２乃至Ａ
Ｋの各画素データａｍ１乃至ａｍＬ（ｍ＝２乃至Ｋ）が保存されている。
【００３４】
　なお、データ記憶部５３には、第Ｋの走査角度（θＫ）に対して得られた走査線ＡＫに
後続して、次フレーム以降のＢモードデータを構成する走査線Ｂ１乃至ＢＫの各情報及び
各画素データが保存される。
【００３５】
　図１のデータ生成部５４は、データ記憶部５３に保存された走査線、走査情報、生体情
報、位置データ等に基づいて、Ｍモード画像データ、Ｂモード画像データ、ドプラモード
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画像データ等の超音波画像データや、ＥＣＧ波形を生成して表示データ生成部６に出力す
る。
【００３６】
　ここで、Ｍモード画像データは、時間を横軸に表し、指定された走査角度における走査
線の各画素データを縦軸に表すことにより生成される。これにより、心臓や血管等の形態
変化が経時的に振幅する波形として表される。
【００３７】
　また、Ｂモード画像データは、走査角度を横軸に表し、各走査角度における走査線の各
画素データを横軸に表すことにより生成される。これにより、例えば走査角度θ１乃至θ
Ｋの各走査線Ａ１乃至ＡＫにより形成される走査面に対応する被検体Ｐの断層像が表され
る。
【００３８】
　更に、ドプラモード画像データは、時間を横軸に表し、ドプラデータを縦軸に表すこと
により生成される。これにより、被検体Ｐの断面の指定した位置における血流速度が経時
的に表される。
【００３９】
　表示データ生成部６は、画像データ生成部５のデータ生成部５４からの超音波画像デー
タを処理する画像データ処理部６１と、画像データ処理部６１で処理された画像データと
画像データ保管部７からの参照画像データの合成などを行う画像データ合成部６２とを備
えている。
【００４０】
　画像データ処理部６１は、データ生成部５４から出力された超音波画像データを夫々画
像データ合成部６２に出力する。また、データ生成部５４から出力されたＢモード画像デ
ータ及びＭモード画像データ、Ｂモード画像データ及びドプラモード画像データ等の２組
の超音波画像データや、Ｂモード画像データ及びＥＣＧ波形などを画像データ合成部６２
に出力する。
【００４１】
　更に、データ生成部５４から出力された各超音波画像データを拡大又は縮小して画像デ
ータ合成部６２に出力する。更にまた、データ生成部５４から出力された複数フレームの
Ｂモード画像データに付帯する位置データに基づいて、３次元画像データを生成して画像
データ合成部６２に出力する。
【００４２】
　画像データ合成部６２は、画像データ処理部６１から出力された各超音波画像データや
３次元画像データを表示部８に出力する。また、画像データ処理部６１から出力された２
組の超音波画像データや、Ｂモード画像データ及びＥＣＧ波形を合成して夫々複合画像デ
ータを生成し、生成した複合画像データを表示部８に出力する。更に、画像データ保管部
７から出力された参照画像データを表示部８に出力する。更にまた、画像データ保管部７
から出力された参照画像データと共にこの参照画像データと同じ生成モードの画像データ
を含む複合画像データを表示部８に出力する。
【００４３】
　画像データ保管部７は、画像データ記憶装置１０１から送信された超音波画像データや
複合画像データ等の画像データをネットワーク１０２を介して受信するインターフェース
７１と、表示データ生成部６の画像データ合成部６２から出力された画像データや、イン
ターフェース７１で受信した画像データを保存する画像データ記憶部７２とを備えている
。
【００４４】
　また、画像データ記憶部７２から画像データを参照画像データとして読み出し、読み出
した参照画像データを表示データ生成部６の画像データ処理部６１や画像データ合成部６
２に出力し、また読み出した参照画像データに付帯する心電情報、位置データ、表示方向
、視野深度等の情報を画像データ処理部６１に出力する参照画像データ処理部７３とを備
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えている。
【００４５】
　表示部８は、変換回路、モニタなどを備え、表示データ生成部６の画像データ合成部６
２から出力された画像データを内部の変換回路のＤ／Ａ変換とテレビフォーマット変換に
より映像信号に変換して表示する。
【００４６】
　図３は、表示部８の画面の構成を示した図である。表示部８の画面は、画像データ保管
部７の画像データ記憶部７２に保存された画像データが参照画像データとして表示される
第１表示エリア８１と、この第１表示エリア８１と同じサイズの右側に配置された、参照
画像データと対比させる画像データ記憶部７２に保存された複合画像データや画像データ
合成部６２から出力された複合画像データ、３次元画像データなどが表示される第２表示
エリア８２と、参照画像データ、複合画像データ、超音波画像データ、３次元画像データ
等が表示される第１及び第２表示エリア８１，８２からなる第３表示エリア８３とにより
構成される。
【００４７】
　図１に戻り、操作部９は、操作パネル上に各種スイッチ、キーボード、トラックボール
、マウス等の入力デバイスとタッチコマンドスクリーンを備え、被検体ＰのＩＤ、氏名等
の被検体情報の入力、画像データの生成モード（Ｍモード画像データ、Ｂモード画像デー
タ、ドプラモード画像データ、３次元画像データ等）や視野深度などの撮影条件の設定の
入力操作が入力デバイスやタッチコマンドスクリーンを用いて行なわれる。
【００４８】
　システム制御部１０は、図示しないＣＰＵと記憶回路を備え、操作部９から供給される
各種の入力情報、位置データ生成部３からの位置データ、生体信号計測部４からの生体情
報等は前記記憶回路に保存される。そして、前記ＣＰＵは、操作部９からの入力情報に基
づいて送受信部２、位置データ生成部３、生体信号計測部４、画像データ生成部５、表示
データ生成部６、画像データ保管部７、表示部８等の各ユニットの制御やシステム全体の
制御を行なう。また、位置データ生成部３からの位置データや生体信号計測部４からの生
体情報を画像データ生成部５のデータ記憶部５３に出力する。
【００４９】
　以下、図１乃至図１５を参照して、実施例に係る超音波診断装置１００の動作の一例を
説明する。  
　図４は、超音波診断装置１００の動作を示すフローチャートである。ここでは、治療後
の被検体Ｐの例えば患部の治癒状態を調べるために超音波撮影を行い、この超音波撮影に
より生成される複合画像データを、治療前の検査で保存された参照画像データと対比させ
て診断を行う。そして、参照画像データがＢモード画像データであり、この参照画像デー
タと対比させる複合画像データがＢモード画像データとドプラモード画像データにより構
成される場合の例を説明する。
【００５０】
　画像データ保管部７の画像データ記憶部７２には、ネットワーク１０２を介して画像デ
ータ記憶装置１０１から受信した被検体Ｐの参照画像データや、超音波診断装置１００で
撮影された被検体Ｐの参照画像データが保存されている。
【００５１】
　被検体Ｐの治療後の検査において、画像データ記憶部７２に保存された参照画像データ
の中から所望の参照画像データを選択する操作を行うことにより、超音波診断装置１００
は検査を開始する（ステップＳ１）。
【００５２】
　システム制御部１０は、画像データ保管部７及び表示データ生成部６に参照画像データ
の表示を指示する。画像データ保管部７の参照画像データ処理部７３は、選択された参照
画像データを画像データ記憶部７２から読み出し、読み出した参照画像データを表示デー
タ生成部６の画像データ合成部６２に出力する。画像データ合成部６２は、参照画像デー
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タ処理部７３から出力された参照画像データを表示部８の画面の第３表示エリア８３に表
示する（ステップＳ２）。
【００５３】
　被検体Ｐの検査を行うために、表示部８に表示された被検体Ｐの参照画像データと同じ
撮影部位の近傍に超音波プローブ１を当てて、例えばＢモード及びドプラモードの複合画
像データにより構成される複合画像データを生成する操作が行われると、システム制御部
１０は、送受信部２、画像データ生成部５、表示データ生成部６、及び画像データ保管部
７に参照画像データ及び複合画像データの生成及び表示を指示する。
【００５４】
　送受信部２は、超音波プローブ１から送信超音波を発生させ、超音波プローブ１から得
られる超音波受信信号を処理して画像データ生成部５に出力する。画像データ生成部５は
、送受信部２から受信した信号からＢモード画像データ及びドプラモード画像データを生
成して表示データ生成部６に出力する。画像データ合成部６２は、画像データ生成部５か
らのＢモード画像データ及びドプラモード画像データを合成して複合画像データを生成す
る。そして、生成した複合画像データを表示部８の画面の第２表示エリア８２に表示する
と共に、参照画像データ処理部７３からの参照画像データを第１表示エリア８１に表示す
る（ステップＳ３）。
【００５５】
　図５は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される参照画像デ
ータ及びＢモード画像データとドプラモード画像データにより構成される複合画像データ
を示した図である。この画面８４の第１表示エリア８１にＢモード画像データである参照
画像データ８５ａが表示されると共に、第２表示エリア８２にＢモード画像データ８５ｃ
及びドプラモード画像データ８５ｄにより構成される複合画像データ８５ｂが表示される
。
【００５６】
　表示部８の画面８４に表示された参照画像データ８５ａ及び複合画像データ８５ｂに対
して、操作部９から例えば対比スイッチをＯＮする操作が行われると、システム制御部１
０は、表示データ生成部６に複合画像データ８５ｂに含まれる参照画像データ８５ａと同
じ生成モードのＢモード画像データ８５ｃの拡大を指示する。
【００５７】
　画像データ処理部６１は、参照画像データ処理部７３から出力される参照画像データ８
５ａの走査情報及び画像データ生成部５から出力されるＢモード画像データ８５ｃの走査
情報に基づいて、参照画像データ８５ａの走査線が例えば距離Ｄ１であり、Ｂモード画像
データ８５ｃの走査線が距離Ｄ２（Ｄ２＜Ｄ１）であると、Ｂモード画像データ８５ｃを
距離Ｄ１を距離Ｄ２で除した比Ｄ１／Ｄ２に拡大した拡大画像データを生成し、生成した
拡大画像データを画像データ合成部６２に出力する。
【００５８】
　画像データ合成部６２は、参照画像データ処理部７３からの参照画像データ８５ａを表
示部８の画面の第１表示エリア８１に表示すると共に、画像データ処理部６１からの拡大
画像データを第２表示エリア８２に表示する（図４のステップＳ４）。
【００５９】
　図６は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される参照画像デ
ータ８５ａ及びＢモード画像データ８５ｃを拡大した拡大画像データを示した図である。
この画面８４ａの第１表示エリア８１に参照画像データ８５ａが表示されると共に第２表
示エリア８２にＢモード画像データ８５ｃが参照画像データ８５ａと同じサイズに拡大さ
れた拡大画像データ８５ｅが表示される。
【００６０】
　ここで、表示部８の画面８４ａに表示された参照画像データ８５ａ又は拡大画像データ
８５ｅの一方の画像データを拡大又は縮小する操作が行われると、画像データ処理部６１
は、画像データ生成部５から出力された拡大画像データ８５ｅに対応するＢモード画像デ
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ータ及び参照画像データ処理部７３から出力された参照画像データ８５ａを、操作された
倍率で拡大又は縮小して画像データ合成部６２に出力する。画像データ合成部６２は、画
像データ処理部６１から出力された拡大又は縮小された参照画像データを第１表示エリア
８１に表示すると共に参照画像データと同じ倍率で拡大又は縮小された拡大画像データを
第２表示エリア８２に表示する。
【００６１】
　また、表示部８の画面８４ａに表示された参照画像データ８５ａ又は拡大画像データ８
５ｅの一方の画像データを左右又は上下に移動する操作が行われると、画像データ合成部
６２は、参照画像データ８５ａを第１表示エリア８１内の操作部９の操作に対応する左右
又は上下に移動した位置に表示すると共に、拡大画像データ８５ｅを第２表示エリア８２
内の参照画像データ８５ａと同じ方向に同じ距離を移動した位置に表示する。
【００６２】
　超音波診断装置１００の操作者が表示部８の画面８４ａに表示された参照画像データ８
５ａと拡大画像データ８５ｅを見て、検査に必要な結果を得たと判断したときに、操作部
９の対比スイッチをＯＦＦする操作が行われると、表示部８の画面には画面８４と同様に
第１表示エリア８１に参照画像データ８５ａが表示されると共に第２表示エリア８２に複
合画像データ８５ｂが表示される（図４のステップＳ５）。
【００６３】
　そして、表示部８の画面８４に表示された複合画像データ８５ｂを保存する操作が行わ
れると、画像データ合成部６２は、その複合画像データ８５ｂを画像データ記憶部７２に
保存する（図４のステップＳ６）。
【００６４】
　その後、操作部９から検査終了の操作が行われると、システム制御部１０は、送受信部
２、画像データ生成部５、表示データ生成部６、及び画像データ保管部７の各ユニットに
動作の停止を指示し、超音波診断装置１００は検査を終了する（図４のステップＳ７）。
【００６５】
　検査終了後、画像データ記憶部７２に保存された参照画像データ８５ａ及び複合画像デ
ータ８５ｂが表示部８に表示され、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われる
と、表示部８の画面に画面８４ａと同様の参照画像データ８５ａ及び拡大画像データ８５
ｅが表示される。
【００６６】
　なお、画像データ記憶部７２から読み出される参照画像データがＢモード画像データで
あり、表示データ生成部６で生成される複合画像データがＢモード画像データ及びＭモー
ド画像データにより構成される場合も、図４のステップＳ１乃至Ｓ７と同様に動作する。
【００６７】
　このように、対比させる画像データに参照画像データと同じ生成モードの画像データが
含まれている場合、例えばスイッチＯＮするだけの簡単な操作で、参照画像データの生成
モードと同じ画像データを参照画像データと同じサイズに拡大し、拡大した拡大画像デー
タを参照画像データと共に表示することができる。
【００６８】
　次に、図７及び図８を参照して、参照画像データがドプラモード画像データであり、複
合画像データがＢモード画像データとドプラモード画像データにより構成される場合の例
を説明する。
【００６９】
　表示部８の画面の第１表示エリア８１に画像データ記憶部７２から読み出された参照画
像データが表示されると共に、第２表示エリア８２に表示データ生成部６で生成された複
合画像データが表示される。
【００７０】
　図７は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される参照画像デ
ータ及びＢモード画像データとドプラモード画像データにより構成される複合画像データ
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を示した図である。この画面８６の第１表示エリア８１にドプラモード画像データである
参照画像データ８７ａが表示されると共に第２表示エリア８２にＢモード画像データ８７
ｃ及びドプラモード画像データ８７ｄにより構成される複合画像データ８７ｂが表示され
る。
【００７１】
　ここで、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われると、システム制御部１０
は、ドプラモード画像データ８７ｄの拡大を表示データ生成部６に指示する。画像データ
処理部６１は、参照画像データ処理部７３から出力される参照画像データ８７ａ及び画像
データ生成部５から出力されるドプラモード画像データ８７ｄの例えば縦軸方向における
振幅の最大と最小の間の各距離Ｄ３，Ｄ４を求める。そして、ドプラモード画像データ８
７ｄの縦軸方向を距離Ｄ３を距離Ｄ４で除した比Ｄ３／Ｄ４に拡大すると共に、横軸方向
を参照画像データ８７ａの時間スケールに合せて拡大画像データを生成し、生成した拡大
画像データを画像データ合成部６２に出力する。
【００７２】
　画像データ合成部６２は、参照画像データ処理部７３からの参照画像データ８７ａを表
示部８の画面の第１表示エリア８１に表示すると共に、画像データ処理部６１からの拡大
画像データを第２表示エリア８２に表示する。
【００７３】
　図８は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される参照画像デ
ータ８７ａ及びドプラモード画像データ８７ｄを拡大した拡大画像データを示した図であ
る。この画面８６ａの第１表示エリア８１に参照画像データ８７ａが表示されると共に第
２表示エリア８２に拡大画像データ８７ｅが表示される。
【００７４】
　そして、図７の画面８６に表示された複合画像データ８７ｂを保存する操作が行われる
と、画像データ記憶部７２に複合画像データ８７ｂが保存される。そして、画像データ記
憶部７２に保存された参照画像データ８７ａ及び複合画像データ８７ｂが表示部８に表示
され、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われると、表示部８に画面８６ａと
同様の参照画像データ８７ａ及び拡大画像データ８７ｅが表示される。
【００７５】
　ここで、表示部８の画面８６ａに表示された参照画像データ８７ａ又は拡大画像データ
８７ｅの一方の画像データを拡大又は縮小する操作が行われると、参照画像データ８７ａ
及び拡大画像データ８７ｅは、操作された倍率で拡大又は縮小されて第１及び第２表示エ
リア８１，８２に表示される。
【００７６】
　また、参照画像データ８７ａ又は拡大画像データ８７ｅの一方の画像データを左右又は
上下に移動する操作が行われると、参照画像データ８７ａは第１表示エリア８１内の操作
部９の操作に対応する左右又は上下に移動した位置に表示されると共に、拡大画像データ
８７ｅは第２表示エリア８２内の参照画像データ８７ａと同じ方向に同じ距離を移動した
位置に表示される。
【００７７】
　このように、対比させる画像データに参照画像データと同じ生成モードの画像データが
含まれている場合、スイッチをＯＮするだけの簡単な操作で、参照画像データの生成モー
ドと同じ画像データを参照画像データと同じサイズに拡大し、拡大した拡大画像データを
参照画像データと共に表示することができる。
【００７８】
　次に、図９及び図１０を参照して、参照画像データがＭモード画像データであり、複合
画像データがＢモード画像データとＭモード画像データにより構成される場合の例を説明
する。
【００７９】
　表示部８の画面の第１表示エリア８１に画像データ記憶部７２から読み出された参照画
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像データが表示されると共に、第２表示エリア８２に表示データ生成部６で生成された複
合画像データが表示される。
【００８０】
　図９は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される参照画像デ
ータ及びＢモード画像データとＭモード画像データにより構成される複合画像データを示
した図である。この画面８８の第１表示エリア８１にＭモード画像データである参照画像
データ８９ａが表示されると共に、第２表示エリア８２にＢモード画像データ８９ｃ及び
Ｍモード画像データ８９ｄにより構成される複合画像データ８９ｂが表示される。
【００８１】
　複合画像データ８９ｂのＭモード画像データ８９ｄは、Ｂモード画像データ８９ｃの例
えば図８に破線で示した走査線８９ｃａの位置における画素データのリアルタイムに表示
される経時変化を表している。
【００８２】
　ここで、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われると、システム制御部１０
は、Ｍモード画像データ８９ｄの拡大を表示データ生成部６に指示する。画像データ処理
部６１は、参照画像データ処理部７３から出力される参照画像データ８９ａの走査情報及
び画像データ生成部５から出力されるＭモード画像データ８９ｄの走査情報に基づいて、
Ｍモード画像データ８９ｄを参照画像データ８９ａの縦軸方向の視野深度及び横軸方向の
時間のスケールに合せた拡大画像データを生成し、生成した拡大画像データを画像データ
合成部６２に出力する。
【００８３】
　画像データ合成部６２は、参照画像データ処理部７３からの参照画像データ８９ａを表
示部８の画面の第１表示エリア８１に表示すると共に、画像データ処理部６１からの拡大
画像データを第２表示エリア８２に表示する。
【００８４】
　図１０は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される参照画像
データ８９ａ及びＭモード画像データ８９ｄを拡大した拡大画像データを示した図である
。この画面８８ａの第１表示エリア８１に参照画像データ８９ａが表示されると共に、第
２表示エリア８２に参照画像データ８９ａと同じ生成モードの画像データが参照画像デー
タと同じサイズに拡大された拡大画像データ８９ｅが表示される。
【００８５】
　そして、図９の画面８８に表示された複合画像データ８９ｂを保存する操作が行われる
と、画像データ記憶部７２に複合画像データ８９ｂが保存される。そして、画像データ記
憶部７２に保存された参照画像データ８９ａ及び複合画像データ８９ｂが表示部８に表示
され、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われると、表示部８に画面８８ａと
同様の参照画像データ８９ａ及び拡大画像データ８９ｅが表示される。
【００８６】
　ここで、表示部８の画面８８ａに表示された参照画像データ８９ａ又は拡大画像データ
８９ｅの一方の画像データを拡大又は縮小する操作が行われると、参照画像データ８９ａ
及び拡大画像データ８９ｅは、操作された倍率で拡大又は縮小されて第１及び第２表示エ
リア８１，８２に表示される。
【００８７】
　また、参照画像データ８９ａ又は拡大画像データ８９ｅの一方の画像データを左右又は
上下に移動する操作が行われると、参照画像データ８９ａは第１表示エリア８１内の操作
部９の操作に対応する左右又は上下に移動した位置に表示されると共に、拡大画像データ
８９ｅは第２表示エリア８２内の参照画像データ８９ａと同じ方向に同じ距離を移動した
位置に表示される。
【００８８】
　このように、対比させる画像データに参照画像データと同じ生成モードの画像データが
含まれている場合、スイッチをＯＮするだけの簡単な操作で、参照画像データの生成モー



(14) JP 2008-188288 A 2008.8.21

10

20

30

40

50

ドと同じ画像データを参照画像データと同じサイズに拡大し、拡大した画像データを参照
画像データと共に表示することができる。
【００８９】
　次に、図１１及び図１２を参照して、参照画像データ及び複合画像データがＢモード画
像データとＥＣＧ波形により構成される場合の例を説明する。表示部８の画面の第１表示
エリア８１に画像データ記憶部７２から読み出された参照画像データが表示されると共に
、第２表示エリア８２に表示データ生成部６で生成された複合画像データが表示される。
【００９０】
　図１１は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示されるＢモード
画像データとＥＣＧ波形により構成される参照画像データ及び複合画像データを示した図
である。この画面９０の第１表示エリア８１にＢモード画像データ９１ｂ及びＥＣＧ波形
９１ｃにより構成される参照画像データ９１ａが表示されると共に、第２表示エリア８２
にＢモード画像データ９１ｅ及びＥＣＧ波形９１ｆにより構成される複合画像データ９１
ｄが表示される。
【００９１】
　そして、参照画像データ９１ａのＢモード画像データ９１ｂは、走査線が例えば距離Ｄ
６であり、所定の心拍数のＥＣＧ波形９１ｃに対応する複数フレームからなるＢモード画
像データの内の、ＥＣＧ波形９１ｃ上を繰返し矢印Ｌ１方向に移動するカーソル９１ｃａ
の例えばＴ波の位置に対応する時相の画像データである。
【００９２】
　また、複合画像データ９１ｄのＢモード画像データ９１ｅは、走査線が例えば距離Ｄ６
よりも短い距離Ｄ７であり、計測中の被検体Ｐの心拍に同期してＥＣＧ波形９１ｆ上をＬ
１方向に移動するカーソル９１ｆａの例えばＲ波の位置に対応する時相の画像データであ
る。
【００９３】
　ここで、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われると、システム制御部１０
は、Ｂモード画像データ９１ｅのサイズの調整及び参照画像データ９１ａの同期を表示デ
ータ生成部６に指示する。画像データ処理部６１は、参照画像データ処理部７３から出力
される参照画像データ９１ａの走査情報及び画像データ生成部５から出力されるＢモード
画像データ９１ｅの走査情報に基づいて、距離Ｄ６を距離Ｄ７で除して比Ｄ６／Ｄ７を求
める。その求めた比Ｄ６／Ｄ７をＢモード画像データ９１ｅの各走査線に乗じて対比画像
データを生成し、生成した対比画像データを画像データ合成部６２に出力する。
【００９４】
　また、画像データ生成部５から出力されるＢモード画像データ９１ｅ及びＥＣＧ波形９
１ｆと共に、このＢモード画像データ９１ｅの時相に対応するフレームのＢモード画像デ
ータ及びこのＢモード画像データの時相に対応するＥＣＧ波形９１ｃ上の位置にカーソル
が設定されたＥＣＧ波形からなる参照画像データを画像データ合成部６２に出力する。
【００９５】
　画像データ合成部６２は、画像データ処理部６１からの参照画像データのＢモード画像
データ及びＥＣＧ波形を表示部８の画面の第１表示エリア８１に表示すると共に、複合画
像データの対比画像データ及びＥＣＧ波形を第２表示エリア８２に表示する。
【００９６】
　図１２は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される複合画像
データと同じ時相の参照画像データ及び参照画像データと同じサイズの複合画像データを
示した図である。この画面９０ａの第１表示エリア８１にＢモード画像データ９１ｂａと
ＥＣＧ波形９１ｃａにより構成される参照画像データ９１ａａが表示されると共に、第２
表示エリア８２に対比画像データ９１ｅａとＥＣＧ波形９１ｆにより構成される複合画像
データ９１ｄａが表示される。
【００９７】
　第１表示エリア８１には、第２表示エリア８２の対比画像データ９０ｅａと同時相のＢ
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モード画像データ９１ｂａが表示される。また、第１表示エリア８１に表示されたＥＣＧ
波形９１ｃａ上には、第２表示エリア８２のＥＣＧ波形９１ｆ上のカーソル９１ｆａと同
時相の位置にカーソル９１ｃａａが表示される。また、第２表示エリア８２には、第１表
示エリア８１のＢモード画像データ９１ｂａと同じサイズの対比画像データが表示される
。
【００９８】
　そして、図１１の画面９０に表示された複合画像データ９１ｄを保存する操作が行われ
ると、その複合画像データ９１ｄは画像データ記憶部７２に保存される。そして、画像デ
ータ記憶部７２に保存された参照画像データ９１ａ及び複合画像データ９１ｄが表示部８
に表示され、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われると、表示部８に画面９
０ａと同様の参照画像データ９１ａｂ及び複合画像データ９１ｄｂが表示される。
【００９９】
　ここで、表示部８の画面９０ａに表示されたＢモード画像データ９１ｂａ又は対比画像
データ９１ｅａの一方の画像データを拡大又は縮小する操作が行われると、Ｂモード画像
データ９１ｂａ及び対比画像データ９１ｅａは、操作された倍率で拡大又は縮小されて第
１及び第２表示エリア８１，８２に表示される。
【０１００】
　また、Ｂモード画像データ９１ｂａ又は対比画像データ９１ｅａの一方の画像データを
左右又は上下に移動する操作が行われると、Ｂモード画像データ９１ｂａは第１表示エリ
ア８１内の操作部９の操作に対応する左右又は上下に移動した位置に表示されると共に、
拡大画像データ９１ｅａは第２表示エリア８２内のＢモード画像データ９１ｂａと同じ方
向に同じ距離を移動した位置に表示される。
【０１０１】
　このように、対比させる画像データに参照画像データと同じ生成モードの画像データが
含まれ、その画像データが生体情報に同期した画像データである場合、スイッチをＯＮす
るだけの簡単な操作で、対比させる画像データを参照画像データと同じサイズにして表示
すると共に、対比させる画像データと同時相の参照画像データを表示することができる。
【０１０２】
　なお、参照画像データ及び対比させる画像データの小さい方の画像データを大きい方の
画像データのサイズに合わせるようにしてもよい。
【０１０３】
　次に、図１３乃至図１５を参照して、参照画像データ及び対比させる画像データが３次
元画像データである場合の例を説明する。表示部８の画面の第１表示エリア８１に画像デ
ータ記憶部７２から読み出された参照画像データが表示されると共に、第２表示エリア８
２に表示データ生成部６で生成された３次元画像データが表示される。
【０１０４】
　図１３は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される参照画像
データ及び３次元画像データを示した図である。この画面９２の第１表示エリア８１に３
次元画像データである参照画像データ９３ａが表示されると共に第２表示エリア８２に３
次元画像データ９３ｂが表示される。参照画像データ９３ａ及び３次元画像データ９３ｂ
は、図１４に示すように、超音波プローブ１を、被検体Ｐの体表面上を例えば矢印Ｌ２方
向に平行に移動することによって生成される。
【０１０５】
　ここで、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われると、システム制御部１０
は、３次元画像データ９３ｂのサイズの調整及び表示方向の変更を表示データ生成部６に
指示する。
【０１０６】
　画像データ処理部６１は、参照画像データ処理部７３から出力される参照画像データ９
３ａの走査情報及び表示方向の情報、及び画像データ生成部５から出力されるＢモード画
像データの走査情報に基づいて、そのＢモード画像データの走査線の距離を参照画像デー
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タ９１ａの走査線の例えば距離Ｄ７に合せた３次元画像データを生成する。
【０１０７】
　更に、生成した３次元画像データの平行に移動した距離を、参照画像データ９３ａの距
離のスケールに合せた対比画像データを生成する。そして、生成した対比画像データを参
照画像データ９３ａの表示方向と同じ方向に設定し、設定した対比画像データを画像デー
タ合成部６２に出力する。
【０１０８】
　画像データ合成部６２は、画像データ保管部７からの参照画像データ９３ａを表示部８
の画面の第１表示エリア８１に表示すると共に、画像データ処理部６１からの対比画像デ
ータを第２表示エリア８２に表示する。
【０１０９】
　図１５は、表示部８の画面の第１及び第２表示エリア８１，８２に表示される参照画像
データ９３ａ及び参照画像データ８９ａと同じサイズで同じ表示方向に設定された対比画
像データを示した図である。この画面９２ａの第１表示エリア８１に参照画像データ９３
ａが表示されると共に、第２表示エリア８２に対比画像データ９３ｃが表示される。
【０１１０】
　そして、図１３の画面９２に表示された３次元画像データ９３ｂを保存する操作が行わ
れると、その３次元画像データ９３ｂが画像データ記憶部７２に保存される。そして画像
データ記憶部７２に保存された参照画像データ９３ａ及び３次元画像データ９３ｂが表示
部８に表示され、操作部９から対比スイッチをＯＮする操作が行われると、表示部８に画
面９２ａと同様の参照画像データ９３ａｂ及び対比画像データ９３ｃが表示される。
【０１１１】
　このように、参照画像データ及び対比させる画像データが３次元画像データである場合
、スイッチをＯＮするだけの簡単な操作で、参照画像データと共にこの参照画像データと
同サイズで同じ表示方向に設定した対比画像データを表示することができる。
【０１１２】
　なお、参照画像データ及び対比させる画像データの小さい方の画像データを大きい方の
画像データのサイズに合わせるようにしてもよい。
【０１１３】
　以上述べた本発明の実施例によれば、対比させる画像データに参照画像データと同じ生
成モードの画像データが含まれている場合、簡単な操作で参照画像データの生成モードと
同じ画像データを参照画像データと同じサイズにした画像データを、参照画像データと共
に表示することができる。
【０１１４】
　また、対比させる画像データに参照画像データと同じ生成モードの画像データが含まれ
、その画像データが生体情報に同期した画像データである場合、簡単な操作で対比させる
画像データを参照画像データと同じサイズにして表示すると共に対比させる画像データと
同時相の参照画像データを表示することができる。
【０１１５】
　更に、参照画像データ及び対比させる画像データが３次元画像データである場合、簡単
な操作で参照画像データと共にこの参照画像データと同じサイズで同じ表示方向に設定し
た３次元画像データを表示することができる。
【０１１６】
　これにより、参照画像データとの比較が容易になり、検査を迅速に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１７】
【図１】本発明による超音波診断装置の実施例の構成を示すブロック図。
【図２】本発明の実施例に係るデータ記憶部に保存されたＢモードデータの構成の一例を
示す図。
【図３】本発明の実施例に係る表示部の画面の構成を示す図。
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【図４】本発明の実施例に係る超音波診断装置の動作を示すフローチャート。
【図５】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される参照
画像データ及びＢモード画像データとドプラモード画像データにより構成される複合画像
データを示す図。
【図６】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される参照
画像データ及びＢモード画像データの拡大画像データを示す図。
【図７】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される参照
画像データ及びＢモード画像データとドプラモード画像データにより構成される複合画像
データを示す図。
【図８】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される参照
画像データ及びドプラモード画像データの拡大画像データを示す図。
【図９】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される参照
画像データ及びＢモード画像データとＭモード画像データにより構成される複合画像デー
タを示す図。
【図１０】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される参
照画像データ及びＭモード画像データを拡大した拡大画像データを示す図。
【図１１】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示されるＢ
モード画像データとＥＣＧ波形により構成される参照画像データ及び複合画像データを示
す図。
【図１２】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される複
合画像データと同じ時相の参照画像データ及び参照画像データと同じサイズの複合画像デ
ータを示す図。
【図１３】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される参
照画像データ及び３次元画像データを示す図。
【図１４】本発明の実施例に係る３次元画像データを生成するための超音波プローブの操
作を示す図。
【図１５】本発明の実施例に係る表示部の画面の第１及び第２表示エリアに表示される参
照画像データ及びこの参照画像データと同じサイズで同じ表示方向に設定した３次元画像
データを示す図。
【符号の説明】
【０１１８】
Ｐ　被検体
１　超音波プローブ
２　送受信部
３　位置データ生成部
４　生体信号計測部
５　画像データ生成部
６　表示データ生成部
７　画像データ保管部
８　表示部
９　操作部
１０　システム制御部
２１　送信部
２２　受信部
３１　トランスミッタ
３２　レシーバ
３３　位置信号処理部
４１　センサ
４２　生体信号処理部
５１　Ｂモードデータ生成部
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５２　ドプラデータ生成部
５３　データ記憶部
５４　データ生成部
６１　画像データ処理部
６２　画像データ合成部
７１　インターフェース
７２　画像データ記憶部
７３　参照画像データ処理部
１００　超音波診断装置
１０１　画像データ記憶装置
１０２　ネットワーク

【図１】

【図２】

【図３】
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